
わ
ず
か
な
量
で
も

健
康
被
害
の
恐
れ

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
、

焦
げ
付
か
な
い
フ
ラ
イ
パ
ン

や
、
は
っ
水
加
工
さ
れ
た
衣

服
、
食
品
包
装
紙
な
ど
日
常

の
生
活
用
品
に
幅
広
く
使
わ

れ
て
い
る
物
質
。
自
然
界
で

分
解
さ
れ
る
の
に
数
千
年
か

か
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
永
遠
の
化
学
物
質（
フ
ォ
ー

エ
バ
ー
ケ
ミ
カ
ル
）」
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。

は
原
則
と
し
て
製
造
・
輸
入

が
禁
止
に
。
19
年
に
は
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
が
同
条
約
の
対
象
物
質

と
な
り
、
製
造
・
使
用
が
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
に
な
っ
て

や
っ
と
基
準
値
が

　

日
本
で
は
両
物
質
に
つ
い

で
水
質
調
査
を
続
け
て
い
ま

す
。
03
年
に
は
ダ
イ
キ
ン
工

業
の
工
場（
摂
津
市
）に
近
い

安
威
川
流
域
下
水
処
理
場
か

ら
の
排
水
に
、
１
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
６
万
７
千
ナ
ノ
グ
ラ

ム
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を
検
出
。
07

年
に
は
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
す

る
な
ど
社
会
問
題
と
な
り
、

府
議
会
の
質
問
で
日
本
共
産

党
の
堀
田
文
一
議
員（
当
時
）

が
取
り
上
げ
ま
し
た
。

寂
光
寺
の
地
下
水

国
基
準
の
１７６
倍
に

　

京
都
大
学
の
研
究
グ
ル
ー

プ
の
19
年
の
調
査
で
は
、
摂

津
市
に
隣
接
す
る
東
淀
川
区

内
の
瑞
光
寺
で
１
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
６
４
６
ナ
ノ
グ
ラ
ム

（
国
基
準
の
約
13
倍
）、
寂
光

寺（
江
口
の
寺
堂
）で
１
リ
ッ

ト
ル
当
た
り
８
８
１
２
ナ
ノ

グ
ラ
ム（
同
約
１
７
６
倍
）

と
、
高
濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が

検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

50
ナ
ノ
グ
ラ
ム（
ナ
ノ
は
10

億
分
の
１
）と
設
定
、
環
境

省
は
５
月
に
同
じ
値
を
河
川

・
地
下
水
の
「
暫
定
目
標

値
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
環
境
省

は
６
月
、
全
国
１
７
１
地
点

の
河
川
水
と
地
下
水
の
汚
染

に
つ
い
て
の
実
態
調
査（
19

年
）の
結
果
を
公
表
。
最
も

汚
染
が
深
刻
だ
っ
た
の
は
摂

津
市
の
地
下
水
で
、
１
リ
ッ

ト
ル
当
た
り
１
８
５
５
・
６

ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
全
国
一
高
い

数
値
で
し
た
。
軒
並
み
数
字

が
高
か
っ
た
沖
縄
県
を
除
け

ば
、
摂
津
市
に
次
い
で
高
か

っ
た
の
が
東
京
・
調
布
市
の

地
下
水
５
５
６
・
０
ナ
ノ
グ

ラ
ム
な
の
で
、
摂
津
市
の
突

出
ぶ
り
が
分
か
り
ま
す
。

京
大
グ
ル
ー
プ
の

調
査
で
も
高
濃
度

　

京
都
大
学
の
小
泉
昭
夫
名

誉
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
２
０
０
２
年
か
ら
全
国

　

中
で
も
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ

ク
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸（
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
、
ピ
ー
フ
ォ
ス
）と
、

ペ
ル
フ
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸

（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
、
ピ
ー
フ
ォ
ア
）

は
、
わ
ず
か
な
量
で
も
、
が

ん
や
低
体
重
出
産
な
ど
の
重

大
な
健
康
被
害
を
引
き
起
こ

す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
２
０
０
９
年
に

「
残
留
性
有
機
汚
染
物
質
に

関
す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条

約
」
の
規
制
対
象
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
が
追
加
さ
れ
、
同
条
約
の

締
約
国
で
あ
る
日
本
国
内
で

た
の
は
07
年
の
こ
と
で
、
市

と
し
て
問
題
意
識
を
持
っ
て

地
下
水
の
調
査
に
乗
り
出
す

機
会
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
。
今
回
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
国
の
「
要

監
視
項
目
」
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
市
と
し
て
し

っ
か
り
調
査
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　

環
境
局
は
「
水
質
測
定
計

画
を
所
管
す
る
府
と
協
議
・

調
整
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。
長
岡
氏
は
、
危
険
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
し

っ
か
り
調
査
し
、
市
と
し
て

デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
か

ら
始
め
る
べ
き
だ
と
提
案
。

「
市
民
の
安
全
と
健
康
、
よ

り
良
い
環
境
を
守
る
た
め

に
、
政
令
市
・
大
阪
市
の
役

割
を
果
た
す
べ
き
」
と
強
く

求
め
ま
し
た
。

て
、
水
道
水
と
河
川
・
地
下

水
に
つ
い
て
基
準
値
を
制
定

し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
米

軍
の
泡
消
火
剤
に
含
ま
れ
、

消
火
訓
練
な
ど
で
放
出
さ
れ

た
泡
消
火
剤
が
基
地
外
に
流

出
す
る
事
故
が
繰
り
返
し
発

生
。
沖
縄
県
の
米
軍
基
地
周

辺
で
は
飲
料
水
汚
染
が
深
刻

な
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
玉

城
デ
ニ
ー
知
事
は
２
０
１
９

年
６
月
、
基
準
値
を
設
定
す

る
よ
う
国
に
求
め
ま
し
た
。

　

国
は
よ
う
や
く
重
い
腰
を

上
げ
、
厚
労
省
は
こ
と
し
４

月
、
水
道
水
の
「
目
標
値
」

を
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の

合
計
で
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

　

７
月
20
日
の
大
阪
市
議
会

環
境
対
策
特
別
委
員
会
で
、

日
本
共
産
党
の
長
岡
ゆ
り
こ

議
員
は
、
地
元
・
東
淀
川
区

で
有
名
な
瑞
光
寺
や
寂
光
寺

の
地
下
水
か
ら
、
高
濃
度
の

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
「
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
」
と
強

調
し
、
市
の
対
応
を
た
だ
し

ま
し
た
。

　

長
岡
氏
は
、
米
ア
ラ
バ
マ

州
で
ダ
イ
キ
ン
ア
メ
リ
カ

（
ダ
イ
キ
ン
の
米
国
法
人
）が

テ
ネ
シ
ー
川
を
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
で
汚
染
し
、
除
去

す
る
た
め
の
活
性
炭
費
用
を

求
め
て
提
訴
し
た
事
例
も
紹

介
。
ダ
イ
キ
ン
ア
メ
リ
カ
側

が
４
０
０
万
㌦
（
日
本
円
で

４
億
３
千
万
円
）を
賠
償
す

る
こ
と
で
18
年
に
和
解
し
た

と
語
り
ま
し
た
。

　

大
阪
市
水
道
局
は
、
水
道

水
は
05
年
度
か
ら
調
査
し
て

お
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
の
合
計
値
は
１
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
10
ナ
ノ
グ
ラ
ム
前
後

で
、
国
の
目
標
値
よ
り
低
い

と
答
弁
。
一
方
、
環
境
局
は

地
下
水
に
つ
い
て
毎
年
市
内

５
か
所
で
水
質
を
調
査
し
て

い
る
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
は
対
象
外
だ
と
し
て
調

査
し
て
い
な
い
と
説
明
し
ま

し
た
。

　

長
岡
氏
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の

危
険
性
が
社
会
問
題
に
な
っ

　

発
が
ん
性
な
ど
人
へ
の
健
康
リ
ス
ク
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

に
よ
る
高
濃
度
の
水
質
汚
染
が
、
大
阪
市
東
淀
川
区
や
摂
津
市
の
地
下
水
で
起
き

て
い
る
こ
と
が
、
国
な
ど
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東淀川区にある瑞光寺。京大の研究グループの調査で地下水
から高濃度の有機フッ素化合物が検出されています。

発
が
ん
性
指
摘
さ
れ
る
有
機
フ
ッ
素

摂
津
市 
汚
染
度
全
国
ワ
ー
ス
ト
に

大
阪
市
東
淀
川
区
も
高
濃
度政

令
市
の
役
割
を
発
揮
し

市
民
の
安
全
と
環
境
守
れ

　
長
岡
議
員
が
市
の
対
応
た
だ
す

大阪市議会特別委

長岡ゆりこ議員

shikai
テキストボックス
(2020年9月13日付大阪民主新報)



